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三田五丁目西地区の地権者の皆さま、 
 

2021年 8月 17日 

再開発勉強会有志 

【かわら版第 13号】 

問題含みの「同意書」を一方的に配布？  
 

以前、住民説明会で配られた資料の中に「同意書（例）」が掲載
されていました。（添付をご参照下さい） 

資料には「現時点での想定であり確定したものではありません」

とはっきり明記されていながら、準備組合は個別相談を利用し
て資料通りの「同意書」を平然と私たちに配り始めたのです。 

しかもこの「同意書」の内容に問題があることを私たちが「かわ

ら版 4号」で指摘したにも係わらずです。住友側は「かわら版」を
見て知っています。私たちも地権者です。地権者の指摘に対し、

何の説明や了解取得を行うことなく、一方的に準備組合は自分

たちに有利な内容のままの同意書を配りはじめたのです。 
都合の良い話は積極的にするが、都合の悪い話には触れよう

としないまま、いつの間にかそれを既成事実化してしまう。 

他地区の住友再開発の地権者たちから、その様な忠告を受け
ています。まさに忠告通りのことが三田５丁目でも起きました！ 

同意書のどこが問題なのか？ 
添付別紙の同意書をご覧下さい。 
同意書をよく読むと「すべてをあなたにお任せします」と言った

「白紙委任状」に近い内容となっています。 

概ね８割の地権者がこの同意書に捺印すると、都市計画法と言
う法律の網が地域全体に被せられ、再開発は正式にスタートし

ます。その後になって「こんなに狭い床面積の筈はない！」、「維

持管理費が高すぎる！」などと文句を言っても手遅れなのです。
何故なら「同意書」には「すべてをあなたにお任せします」と書い

てあるからです。私たちの資産と将来の生活再建が確約されぬ

限り同意書への捺印はリスクを伴うことを肝に念じて下さい。 
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住友側の説明にはご注意あれ 
その様な話を住友や準備組合へ持ちかけると、彼らは「詳しい

条件は再開発の進捗と共に決まって行きます」、「法律に基づい

てきちんと処理されます」などと説明し、安心感を演出しようとす
るのだそうです。しかし、良く考えてみるとおかしな話です。 

再開発も不動産取引です。不動産取引で具体的条件も決まら

ぬまま契約書に捺印する当事者はいません。再開発もこれと同

じです。「取りあえずは同意を、詳細は後日決めましょう」などは

トラブルの種です。「法律に基づいて処理される？」 そんなこと

は当たり前のことです。私たちは日常生活のほぼ全てに於いて
「法律」に従って行動しているのですから、額面通りに信じては

いけません。再開発だから特別だと言うことはないのです。 

それでも良くわからない 
そのような方は、是非、配られた「同意書」を弁護士や専門家に

見て貰って下さい。この同意書を提出することで、地権者として

何が得られ、何が保証されるのかを尋ねて見てください。 
業者にいわれるまま、素人判断でハンコを押すことは危険です。

再開発も不動産取引であることを肝に念じて下さい。 

 
尚、同意書の問題をわかりやすく説明した動画があります。 

 

●動画タイトル：「再開発準備組合」って何だろう 
●URL:  https://www.youtube.com/watch?v=P5RgZDChI5Q 

●検索エンジン：再開発注意点#2  
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まさに私たち三田５丁目の地権者向けに特別に作られたとしか

思えないほど適格でわかりやすい約 3分間の動画です。 

準備組合が行う説明も、「地権者目線」で見てみると全く違った

風景が見えることをこの動画は教えてくれています。 

インターネットをされない方も是非ともご家族や友人に頼んで見

せて貰って下さい。まさに「百聞は一見にしかず」です。 

準備組合を信用できますか？ 

個別相談時に渡された権利変換モデル表は「準備組合」名です

が、既に「かわら版第 6 号」で述べたように、準備組合は「任意

団体」で法的には何の責任も持たない組織です。そんな組織が

発行する資料を真に受け、貴重な財産を白紙委任する同意書

にハンコを押すことの恐ろしさを改めて冷静に考えましょう。 

まとめ 

再開発事業者は、地権者が無知なうちに、出来るだけ多くの同

意書を取付けてしまおうと活動することがわかって来ました。 

地権者が賢くなると同意書への捺印をためらうからです。 

再開発へ同意するか否かはあくまでも地権者の判断ですが、同

意書の内容に理解し納得しない限り決してハンコは押すべきで

はありません。後日「こんな筈でなかった」と後悔しない為にも。 

 

 

 

(世話役：佐々木光子 h7835575@yahoo.co.jp)          
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【添付】    説明会で提示された「同意書（例）」 

＜この内容では地権者側に著しく不利と考えられる＞ 

 
準備組合は法人格すら有しない任意団体。           「日付は取りあえず空白で」 

「業歴」も「信用」も「賠償責任能力」もない。         と言われたら拒絶すべき。 

このような団体に果たして私たちの大切な資産を     後日の不正利用を防ぐため 

託してしまって良いのか？ 

 

 

想定で未確定と言いながら 

いつのまにか確定させて 

地権者へ配っている！  

都市計画に同意すると言う、たった 3行の文章のみ。 

          これでは自己の資産を無条件で差し出す「白紙委任状」？ 

          「資産」や「生活再建」についての確約を得てから同意すべき。                 

          不安であれば、弁護士その他専門家へ問合せてみること。 


